
チ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
商
品
企
画
を
実
現

施主メッセージ

プラウド五反田　　完成

　設計コンセプト　　コンパクト住宅を中心とした都心型マンションの創造

工　事　概　要

　施工のポイント　　　　　　　　狭隘敷地で搬出入工夫
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（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　４月９日　（火曜日）
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　「プラウド五反田」の竣工を迎えることができ、関係者の
皆さまには感謝の意を表したく存じます。
　ＪＲ山手線「五反田」駅徒歩６分との立地の良さを背景に、
都心を舞台に働き、楽しむことのできる分譲マンションとし
て企画して参りました。本物件は、当社としてチャレンジン
グな商品企画である都心型コンパクト分譲マンションとして
事業を進めてまいりました。
　山手通り沿いの視認性のある立地の中で、優れた意匠性の
デザインをご提案いただきました株式会社山本堀アーキテク
ツ様、コンパクトマンションの商品性として大きな魅力付け
となりました２階共用部の企画デザインをいただきましたY
OHAK DESIGN STUDIO様のご協力もあり、企画を実現す
ることができましたこと感謝申し上げます。
　何より設計・施工いただきました鴻池組様の高度な技術と
豊富な経験に支えられ、皆さまとご協力しながら竣工を迎え
られたこと厚く御礼申し上げます。
　本物件が入居者様の新しい生活を価値ある物に、そして周
辺の方々にも愛される物となりますよう祈っております。
　野村不動産

住宅事業本部　事業推進一部　推進二課　志手壮太郎エントランスアプローチ

　本計画は品川区西五反田に都心型複合マンション
を建設するプロジェクトである。近年、五反田駅周
辺は「五反田バレー」と呼ばれ新たなスタートアッ
プ企業の集積地となっており、今後も発展が期待さ
れている。計画地も山手線五反田駅から徒歩圏に位
置し利便性も高いことから、住戸構成は約～㎡
のコンパクト住宅を中心に据え、シングル・ディン
クスをメインターゲットとしている。
　住棟計画としては天空率を利用することで建物の
高層化を実現。特に６ｍ道路となる北側は、歩道状空
地とともにセットバックをできるだけ取ることで、
高層化による近隣への圧迫感を軽減しつつ上層階に
は開放感を持たせている。また北西植栽帯にはシン
ボルツリーの高木を植え、壁面緑化とともに緑地の
少ない地域環境に寄与する建物を目指した。
　建物の顔となる南側ファサードは、バルコニーに

アルミルーバーをランダムに配置。上層階に行くに
従い本数を減らし上昇性を演出した。また壁面緑化
やグラデーションガラス手摺を用いて外観に変化を
持たせている。
　住棟エントランスは駅からのアクセスとなる北側
に配置。２階には居住者が自由に利用できるラウン
ジの他、テレワークにも使用できる個室ブースや会
議室のあるコ・ワーキングスペースがあり、多様な
働き方・暮らし方に応えられるような共用空間を備
えている。今後のネット通販やフードデリバリーの
利用増を見据え１階の共用宅配ボックスだけでなく
各住戸専用の個別宅配ボックスと置き配用のカウン
ターを住戸玄関前に設置。新たな生活スタイルにも
対応できるように計画した。

鴻池組　設計本部建築設計第２部　福田浩二
北面ファサード

■工事名称：（仮称）西五反田２丁目計画新築工事
■建物名称：プラウド五反田
■工事場所：東京都品川区西五反田２――２
■施　　主：野村不動産

■設計監理：鴻池組東京本店一級建築士事務所
■施　　工：鴻池組東京本店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：．㎡

■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：地下１階地上階塔屋１階
■工　　期：年８月日～年４月８日

写真提供：鴻池組

２ＬＤＫ住戸内観（Ｊタイプ） エントランスラウンジ

２階ラウンジ エントランスホール
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